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津山市のフェイスブックはこちらから
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市からのお知らせ(市・県民税と所得税の申告 ほか）
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん(平成30年2月生まれ）
けいじばん
津山の歴史  あ･ら･か･る･と(津山広域農道の舗装工事の様子）
注目！今月の津山人(樫村幸弘さん）

　 津山市の90年のあゆみと100周年に向けて
特
集
市制施行90周年

津山市地域おこし協力隊〈農業分野〉

樫村 幸弘さん（堀坂）

津山市地域おこし協力隊になろうと思ったきっかけは？
　地元を離れ、大阪で就職しましたが、いつかは帰りたいと
思っていました。参加した移住相談会の津山市の相談ブース
で、地域おこし協力隊を募集していることを聞き、興味を持
ちました。
　今まで農業に携わったことはありませんでしたが、企業で
経験した合理化や効率化の視点を生かし、

もう

儲かる農業の仕組
みを作れるのではないかと思いました。また、帰省するたび
に、津山の街の雰囲気が寂しくなっているように感じ、活気
を取り戻す応援がしたい気持ちが強くなり、応募しました。
どのような活動をしていますか？
　農業の経験が無かったため、まず「習うより慣れろ」とい
うことで、米や麦、野菜の作付けや収穫などの農作業の支援
をしています。トラクターの操作など初めての作業に戸惑う
こともありますが、ベテランの皆さんに助けてもらっていま
す。
　今後は、農産物を作るだけでなく、作業の効率化の研究や、
加工品の開発など農産物に新しい価値を加えて販売する方法
を勉強していきたいです。また、インターネットを活用した
情報発信や新しい販路の開拓などにも取り組みたいです。
　稼ぐ農業のモデルを作り実践することで、課題となってい
る後継者の確保や育成につながり、地域の元気を生み出すこ
とができるのではないかと思っています。
津山の皆さんにメッセージを
　皆さんの食を支える農業をもり立てるには、作る人だけで
なく食べる人の存在も欠かせません。津山のおいしい農産物
を途切れさせないよう、できることを一緒に考え、農業で地
域を元気にしていきましょう。
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つやま子ども未来塾
｢郷土のお雑煮を作ろう！」
12月８日㈯ 美作大学(北園町）

トラクターで田んぼを耕す樫村さん

ブロッコリーの品質を見定めながら収穫作業を
進める樫村さん

　鏡野町出身の47歳。津山市内の高校
を卒業後、大阪の大学に進学し、民間
企業に就職。Uターンを考えて参加し
た移住相談会で興味を持った津山市地
域おこし協力隊に応募し、平成30年４
月に就任した。農事組合法人アグリ堀
坂で、農作業の支援や、後継者問題な
どの課題を解決するための活動を行っ
ている。

　
長
い
間
目
標
だ
っ
た
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
初
挑
戦
！ 

走
れ
る
ん
だ
ろ
う

か
と
不
安
は
募
る
ば
か
り
。
や
っ
ぱ

り
止や

め
よ
う
か
と
直
前
ま
で
悩
み
ま

し
た
が
、
覚
悟
を
決
め
て
ス
タ
ー
ト
。

き
れ
い
な
景
色
と
沿
道
の
人
の
温
か

い
応
援
に
助
け
ら
れ
、
何
と
か
無
事

に
走
り
抜
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
、

肩
に
タ
オ
ル
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
時

の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。（
☽
）

　
昔
の
津
山
の
写
真
を
調
べ
て
い
る

と
、
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
っ
て
い

く
風
景
や
町
並
み
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
昭
和
４
年
に
撮
影
さ
れ
た
神

南
備
山
か
ら
一
望
す
る
風
景
の
写
真

を
見
た
時
、
昔
と
今
の
比
較
を
掲
載

し
た
い
と
考
え
、
撮
影
場
所
を
探
し

ま
し
た
。
や
っ
と
同
じ
よ
う
な
写
真

が
撮
れ
た
瞬
間｢

撮
っ
た
ぞ
ー
！｣

と

思
わ
ず
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。（♨
）

　
津
山
市
川
崎
に
で
き
た
新
し
い
芸

術
文
化
の
拠
点
「
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津
山
」に
行
き
ま

し
た
。
レ
ン
ガ
造
り
の
オ
シ
ャ
レ
な

屋
内
空
間
に
、
芸
術
作
家
の
作
品
が

展
示
・
販
売
さ
れ
て
い
て
、
時
間
を

忘
れ
て
世
界
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
も
、
入
館
料
無
料

で
。
多
彩
な
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る

の
で
、
今
後
も
楽
し
み
で
す
。（
Ｗ
）


